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令和元年第２回 宮津与謝環境組合議会臨時会議事速記録 

 

令和元年５月１７日（金） 午前１０時００分 開会 

 

◎出席議員（９名） 

    河邉 新太郎       山 根 朝 子       星 野 和 彦 

   長 林 三 代       和 田 裕 之      永 島 洋 視 

   濱 野 茂 樹       坂 根 栄 六      松 本   隆 

 

◎欠席議員（１名） 

渡 邊 貫 治 

 

◎議会担当職員 

主  任    落 合 久 志       主  任    奥 野  均 

 

◎説明のため出席した者の職氏名 

管 理 者（宮 津 市 長） 城 﨑 雅 文  副管理者（伊根町長）吉 本  秀 樹 

副管理者（与謝野町長） 山 添 藤 真 

事 務 局 長   和田野 喜 一       事務局次長   沖   光 博 

事務局嘱託   西 原 正 樹      監 査 委 員   稲 岡   修 

 

◎議事日程 

日程第１ 諸報告 

日程第２ 会議録署名議員の指名 

日程第３ 会期の決定 

日程第４ 議第２号 公平委員会委員の選任について 

日程第５ 議第３号 令和元年度宮津与謝環境組合一般会計予算(第１号) 

 

（開会 午前１０時００分） 

○議長（松本隆）  ただいまから、令和元年第２回（５月）宮津与謝環境組合議会臨時

会を開催し、直ちに本日の会議を開きます。 

本日、渡邊貫治さんから、欠席する旨届け出がありましたので、御報告いたします。 

 

○議長（松本隆）  日程第１ 「諸報告」であります。 

監査委員から地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基づく、一般会計の平成３０年

度２月分及び３月分の例月出納検査結果報告書が提出されており、原文は環境組合事務局
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に保管しておりますので、随時、御覧おきを願います。 

次に、４月１１日に開催しました「ごみ処理施設の進捗状況及び防災工事に係る現地調

査」に、議員９名を派遣いたしましたので、御報告いたします。 

 

○議長（松本隆）  日程第２ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第７４条の規定により、 

永島洋視さん、濱野茂樹さん 

 を指名いたします。 

以上のお二人に差し支えのある場合は、次の議席の方にお願いいたします。 

 

○議長（松本隆）  日程第３ 「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りいたします。今臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松本隆）  異議なしと認めます、会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

○議長（松本隆）  日程第４ 議第２号を議題といたします。 

提案理由の説明を願います。城﨑管理者。 

〔城﨑管理者登壇〕 

○管理者（城﨑雅文）  本日は、令和元年第２回の宮津与謝環境組合議会臨時会をお願

いいたしましたところ、議員の皆様には何かと御多用の中を御出席いただき厚くお礼申し

上げます。 

さて、広域ごみ処理施設につきましては、順調に工事が進捗しており、このまま大きな

災害もなく計画どおり来年４月の実質稼働を迎えたいと願っているところでございます。 

こうした中で、過去の豪雨による林野部からの土砂流出を防止するため、２月に開催の

全員協議会では、防災施設整備の考え方について御説明を申し上げたところでございます。 

また、先月４月１１日には、議員の皆様に防災施設整備予定地の現地調査をお世話にな

り、倒木や川底が洗堀されている等の状況を御確認いただくとともに、整備の必要性につ

いて御理解を深めていただけたものと思っております。 

本日の臨時会は、公平委員会委員の選任議案と、災害によるごみ処理施設の稼働停止や

多大な復旧経費を未然に防ぐとともに、将来にわたり安定したごみ処理を行うための、防

災施設整備に係る令和元年度宮津与謝環境組合一般会計補正予算(第１号)の２議案を提案

させていただきますので、よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

それでは、ただいま議題となりました議第２号 公平委員会委員の選任について提案理

由の御説明を申し上げます。 

公平委員会の委員は、地方自治法及び地方公務員法により、定数は３名、任期は４年と
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定められておりますが、そのうち、小谷淳一さんの任期が来る５月１９日で満了となりま

す。 

小谷さんは、平成２５年の組合設置時から御就任いただいており、御承知のとおり、人

格、識見ともに優れ、適任と考えておりますので、引き続きお願いいたしたいと存じます。 

御同意賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（松本隆）  これより質疑に入ります。 

御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松本隆）  質疑なしと認めます。これで質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

本件に対し、反対その他の御意見はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松本隆）  意見なしと認めます。これで討論を終結いたします。 

議第２号を採決いたします。 

お諮りいたします。本件は同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松本隆）  異議なしと認めます。本件は、同意することに決しました。 

 

○議長（松本隆）  日程第５  議第３号を議題といたします。 

提案理由の説明を願います。 和田野事務局長。 

〔和田野事務局長登壇〕 

○事務局長（和田野喜一）  ただいま議題となりました、議第３号 令和元年度宮津与

謝環境組合一般会計補正予算（第１号）につきまして、私から提案理由の御説明を申し上

げます。 

令和元度一般会計補正予算書の２ページと、お配りしております議案参考資料の令和元

度一般会計補正予算（第 1 号）事業等説明資料も併せて御覧ください。 

今回お願いしております補正予算は、歳入歳出ともに６,０００万円を増額し、予算総額

を６３億４,６０５万７,０００円とするものであります。 

補正予算の内容につきまして、事項別明細書により御説明申し上げます。 

まず歳出から御説明いたします。 

昨年に発生しました豪雨により、ごみ処理施設用地へ隣地の林野部から大量の濁水と土

砂が流入し、施工中であったごみピット掘削部の水没と土砂堆積により、復旧作業と工期

の遅延を余儀なくされましたが、幸いにも機械設備等の搬入、据え付け前であったため、

甚大な被害には至りませんでした。 

このため、林野部から施設敷地内へ流出する土砂を防止し、災害による稼働の停止や多

大な復旧経費を未然に防ぐとともに、将来にわたり市民生活に密着するごみ処理の安定を
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図るため、過去の豪雨にも対応可能な防災施設の整備費用として、施設建設費に６,０００

万円を計上しております。 

まず、役務費として防災施設の用地登記申請の収入印紙代を１０万円、委託料として３

２０万円を計上し、その内訳は都市計画決定申請書作成業務２２０万円と用地登記業務１

００万円となっております。 

次に、工事請負費として５,３７０万円、用地取得の経費として、用地買収費２００万円

と、立木等の物件補償費１００万円を計上しております。 

次に、４ページを御覧ください。歳入であります。 

１款 分担金及び負担金 １項 分担金 １目 分担金であります。 

歳出補正に伴い、本組合を構成する宮津市、伊根町、与謝野町の分担金について、人口

割により宮津市が２,６０９万３,０００円、伊根町が２９８万８,０００円、与謝野町が３,

０９１万９,０００円の合計６,０００万円の分担金をお願いするものであります。 

以上、誠に簡単ではありますが、提案理由の御説明とさせていただきます。よろしく御

審議の上、可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（松本隆）  沖事務局次長。 

〔沖事務局次長登壇〕 

○事務局次長（沖光博）  ただいま議題となりました、議第３号 令和元年度宮津与謝

環境組合一般会計補正予算に係る防災施設整備事業につきまして、議案参考資料の令和元

年度一般会計補正予算（第１号）事業等説明資料により、御説明を申し上げます。 

まず、主な事業内容及び事業費でございますが、沈砂池を１基、縦２０メートル、横２

０メートル、堆砂量が約４２０立方メートルの規模で計画しております。なお、堆砂量に

つきましては、平成３０年７月豪雨等で、流出した土砂の実績数量である約３２０立方メ

ートルに３割程度の余裕を見込み、計画したものでございます。 

また、２方向の渓流が洗堀され土砂が流出してくることから、沈砂池より上流側の渓流

で河床の洗堀防止を図るため、フトン籠をそれぞれの渓流に１か所、合計２か所に設置す

る計画でございます。 

なお、事業費としては、沈砂池の周りに転落防止のため、フェンス等関連施設を設置す

る等、防災施設整備に係る工事請負費が５,３７０万円の他、委託料、公有財産購入費、補

償費など、事業費の総額は６,０００万円でございます。 

次に、防災施設の計画概要として、平面・縦断図を添付しておりますので御覧ください。 

計画概要図の左上が位置図ですが、ごみ処理施設建設地の南東側、図面では右下方向の

林野部から土砂が流出して来るため、その位置に防災施設を整備いたします。 

また、その右側が平面図ですが、沈砂池の左側がごみ処理施設建設地、右側が林野部で

ありますが、２つの渓流にはフトン籠、図面でピンク着色しておりますフトン籠を設置し、

その下流側、ごみ処理施設建設地側になりますが、沈砂池を整備する計画でございます。 

なお、２方向の断面図を下側に記載しておりますが、土砂の堆積深さは、１.０５メー



- 6 - 

トルでございます。 

次のページが詳細な平面図でありますが、沈砂池内に堆積した土砂等につきましては、

ダンプトラックを横付けし、バックホウといった重機が沈砂池内に入り、浚渫が容易に行

える構造としております。 

なお、現在、本防災施設整備について、京都府を通じて国の循環型社会形成推進交付金

の対象事業として採択していただくよう、協議中であります。 

以上、誠に簡単ではありますが、防災施設整備事業の説明とさせていただきます、よろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（松本隆）  これより質疑に入ります、御質疑はありませんか、永島洋視さん。 

○議員（永島洋視）  質問をさせていただきます。 

まず一点目なんですが、我々も現地は確認させていただきました、確認の意味で御質問

するわけですが、今回の災害の原因としては上流部の山林の崩壊だと思っておりますが、

その責任は当組合がすべて負う・負わなければならない、そういう内容であるのかどうか。 

ということを誰か第三者的な意見を求めたうえで、今回の補正予算の提案だったのかど

うか、その点についてまず一点確認したいと思います。 

 次にですね、今回の補正予算では公有財産購入費２００万と、補償費１００万円が計上

されております。 

 当然、用地買収費なり立木補償については、これから地権者の方との協議が始まってい

くと思っておりますが、ただ予算に今回提案をしてくる以上ですね、どれ位の用地の買収

を予定しておってですね、単価はどれ位で積算をされておるのか、また立木補償について

はどれ位の立木の補償を予定しているのか。その辺の説明が一切ない、これは非常に大ま

かな提案過ぎて丁寧さに欠けるんではないかというように思いますが、その点の説明を求

めたいというふうに思います。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  第一点目でございます。このごみ処理施設用地をあの地に

求めたわけですけれども、今の御質問で、上流部からの土砂流出に対して組合がせんなん

のか、いわゆる防災工事を組合がせんなんのかという御質問であったと思います。 

おっしゃたように、弁護士の方に、こういった山林の方からのこうゆう状況がある、施

設用地を買い求めて施設を造ったのだけれども、それについてはどうなのかといったこと

について、見解を求めてまいりました。 

弁護士の二人にお聞きしました、その時におっしゃったのが、施設用地を求めたと、本

来施設用地の真ん中に旧水路が流れておったわけですが、そこに求めた以上は道水路を迂

回させなあかん、設計上やむなく横の方に持っていったわけですけれども、その水路がそ

ういう形状になった関係で、従来は土砂がそれだけ溜まっていなかったものが、図面でも

見ていただいたらお分かりのように、水路が角々となっていますが、そういった所で、水

路の形状をそうして施工した関係が大きな主因であろうと、いうふうに判断できると。 
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上流域については何ら手を加えていない、自然に林野部が洗堀された状況であるという

ことでございます。 

ですから、組合の方で当然施設へ土砂が流入することを防止するということについて、

組合がしていかんなんであろうということでございます。 

それから、２点目の公有財産購入とか補償の関係でございます。 

単価については、今後地権者の方と協議をしていかんなんですけれども、山林部であり

ます。山林部については、前回ごみ処理施設用地を求めたときに一定協議をした、いわゆ

るお示しをした単価がございますので、前回買収した林野と同一の地権者の方もおられま

す。 

そういったこともあって、基本的には前回にお示しした単価を用いて、お願いをさせて

いただくこととしております。最終的には、それで行けるかどうかは、今後の交渉になっ

てまいりますから分かりませんが、単価的にはその単価を用いていきたいと思っておりま

す。 

面積については、変わってお答えいたします。 

○議長（松本隆）  沖事務局次長。 

○事務局次長（沖光博）  面積の関係でございますが、予算として２００万円計上させ

ていただいております、㎡あたり７４０円といった額で考えております。 

前回同様ということです、割り戻しますと、約２,７００㎡の面積になります。該当する

所有者の方が２名おられますので、今後２名の方と調整をしていくということにしており

ます。 

○議長（松本隆）  他に御質疑はありませんか、永島洋視さん。 

○議員（永島洋視）  まだ了解を僕はしていないです、立木の説明がないんですけど。 

それと、今２,７００㎡という面積が出ましたけど、いわゆる２反７畝ですね昔の反別で

いう。これだけの面積が沈砂池と二つのフトン籠を設置するだけで要るんですか。 

ちょっと多すぎるように思うんですが。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  まず、立木でございます。 

現地を見ていただきましたように、片方は杉が植わっておったのですがもう片方は雑木

的なところと思っております。 

最終的に、地権者の方の御了解を得たうえで用地を買い求めてのことですが、立木につ

いては単価も含めて何本という詳細な部分は詰め切れておりません。 

それと、フトン籠も現地に合わせて設置したいと思っておりますので、どこまでのエリ

アに及んでくるかといったことが、若干不明瞭であります。 

沈砂池そのものについては図面ができておりますので、面積ははっきりと分かるのです

が、それプラス、フトン籠といった延長線の部分が地権者の方への御了解も合わせて、ま

だだということで、それに伴って立木の本数も変わってくるということを御了解賜りたい
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と存じます。 

○議長（松本隆）  他に御質疑はありませんか、河邉新太郎さん。 

○議員（河邉新太郎）  前回現場を見させていただきまして、山の荒廃ぶりはあまりに

も酷い現状をしていたわけですけれど、その山を持っておられる方の管理は今までそうだ

ったのかということを、まずお聞きしたいなと思います。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  実際にはこちらに住んでおられませんので、いわゆる京都

府外に出ておられますので、その地権者の方が十分な手入れをさたというのは言い難いと

思います。 

 昔の田地にあったところが荒廃してきて植林をされてきた、それが更になかなか手が入

らないもので荒廃して倒木したり、洗堀されたりという状況が進んできたと考えておりま

す。 

その林地の手入れの関係で、これについても弁護士にどうなのか責任はないのかという

ことをお聞きしたわけですが、今回の土砂流入は特に大規模な大量の雨、豪雨でありまし

たので、そういったことから当事案については自然災害だと、通常の雨量以上の想定外の

雨が降ったと。 

そういった状況の中で山林所有者・個人の所有者にその責を求めることは難しいだろう

という結果でした。 

○議長（松本隆）  河邉新太郎さん。 

○議員（河邉新太郎）  今の答弁の中では、地権者の責任は無いということなんですが、

それはおかしいかなと思うんです。 

やはり、山を持っておられる方は管理をするのが当然であり、今回大きな災害で当施設

が被害を被ったわけなんですけれども、今後ですね、私はこの災害が常態化するんじゃな

いかなと危機感を持っているんですけれども、それに対応、今回一部トン土嚢で対応され

るわけなんですけれども、他からでも今回対応される部分でなくって、別のところからで

も、立木が流れてくる可能性はあるかなと思うんですけれども、そういった長期のことに

関して考え方をお聞きしたいなと思います。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  今のフトン籠２か所、これは２渓流からということで見て

いただいた通りなんですけれども、将来にわたって他のところから同様の流出があるかも

しれない、そうしたことへの対応をどうするのかといったことと思います。 

著しい流入が更に続くようであれば、一定考えはしていかんなんと思います。その時に

著しく洗堀された渓流にフトン籠を新たに設置する。 

ただ、前回４月１１日に現地を見ていただいたときにも、話をさせてもらっておったの

ですが、出口は今回沈砂池を造るとこ１か所であります、そこが最終の砦として流れ込ん

だ土砂を浚渫してまいりますので、そこの部分の管理をしておけば、違うところから多少
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の土砂流出があっても耐えていけるのかなと思っております。 

○議長（松本隆）  河邉新太郎さん。 

○議員（河邉新太郎）  ありがとうございます、今後こういった災害が起きた場合です

ね、施設の安全は当然確保しなければいけないのは分かるのですが、今後組合として起き

た災害はすべて組合の方で負担されていくということなんでしょうか。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  話は変わりますけれども、今回国の方に交付金の対象事業

としてみていただけないかということを、京都府を通じてお願いさせていただいていると

いうことを申し上げたところであります。 

 そうする中で、京都府の見解としては、施設と一体的に管理するということで、当然施

設を守るということを合わせてですけれども、組合が将来的にも管理をしていくというこ

とであれば検討してみる、ただ交付対象とするという明言はいただいてないですけれども、

そういったような考え方がまず前段に立つということでございますので、今回の将来的な

ことについてのフトン籠を幾らか設置をするという事態になった時にも、組合として受け

て立たんなんのかなと考えております。 

○議長（松本隆）  河邉新太郎さんのこの議題に関する発言は、既に３回に及びました

が、会議規則第４９条の規定により特に発言を認めます。河邉新太郎さん。 

○議員（河邉新太郎）  えーとですね、まーあのー負担金が与謝野町人口割で多いわけ

で、できるだけ人口がどんどん減っていく中で負担が多くなってくるんですけれども、や

はりそういった意味で、私としては負担が少なくなるように努めていただきたいなと、そ

のように思うんですけれども、考えを聞かせてください。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  今おっしゃった負担の在り方、将来的な負担の在り方です

けれども、今は施設が建設中、稼働するまで建設中は人口割で御負担をいただいておりま

す。 

将来的には、稼働し始めますと２年後、２年間は実績が確定いたしませんが、稼働後は

前々年度の実績に基づいたごみ量割りという格好になってまいります。 

ですから実際のごみ量となると、各市町とも減量化に努めていただいていると思います

けれども、ごみ量としては宮津市の方が現状では入り込み客とかいろんな関係もあります

関係で多いのかなと思っております。 

○議長（松本隆）  他に御質疑はありませんか、坂根栄六さん。 

○議員（坂根栄六）  確認だけですがお伺いしたいと思います。 

まず、この平面図の方で沈砂池ということで構造物ができますけれども、この上流部に

は木をちゃんと作ってですね、将来的には搬出したいという地権者がいらっしゃいます。 

それがこの平面図の右側ですね、この構造物のところには林道が走っています、その木

を搬出したい時に、林道が形状変更になるとおもうんですけれども、そのあたりの将来的
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な考え方。 

あと、この平面図の上側には林道ではなしに里道が走っておりますけれども、これを見

てますとトン土嚢が積まれるというところで、里道が塞がれているような形状になってい

ますけれども、そこの入り口とかそのあたりの対応はどのようになっているのか。 

また今回の計画におきまして、地権者委員会なり対策委員会というのが地元にございま

すけれども、そちらの方の調整、打ち合わせの方はどのようになっているのかをお伺いし

たいと思います。 

○議長（松本隆）  沖事務局次長。 

○事務局次長（沖光博）  御質問のございましたまず１点目でございます、林道の関係

です。 

地元から宮津市の方へ、右側に上る道の林道整備といった要望をいただいているという

のはお聞きしております。今回沈砂池を計画していく中で、宮津市の林道担当部長とも調

整をしつつ計画をさせていただいております。 

具体的に申し上げますと、図面の下側に管理用の道路がございます、ダンプ等を横付け

できる形になっておる水路と並行して右側に延びて、ちょっと斜めに右側に上がっておる

Ｌ型の形があります、沈砂池に沿ってということです。 

このＬ型のところが維持管理に使うところですけれども、この上流部で林道が造成され

ていくにあたって、維持管理に使う部分を利用していただいて、車等は通っていただける

のかなということで、今のところ計画したものであります。 

それと２点目でございます、上側に上がる里道の部分にトン土嚢を今計画しております。

これはちょっと様子を見たいといいますか、急な水流で溢れた時に用地内に入ってこない

ように、トン土嚢で抑えておくといったもので、もし今後の計画で里道の整備に支障があ

るということであれば、また形態は変えれる仮設で置くものですので、形態は変えれるも

のとして計画したものということで、御理解いただきたいと思います。以上です。 

○議長（松本隆）  和田野事務局長。 

○事務局長（和田野喜一）  それと対策委員会との関係でございます。 

須津地区の対策委員会、委員長の方には林野部からの流出に対して沈砂池等の防災工事

をやりたいことをお話ししておりますが、対策委員会全体での協議というのは、まだ今か

らでございます。 

ちなみに、地権者の方、沈砂池を構築する部分の地権者の方は２名でございますので、

その２名の方には、こうした計画をしているので御協力をお願いしますということでは、

御理解をいただいております。以上でございます。 

○議長（松本隆）  坂根栄六さん。 

○議員（坂根栄六）  分かりました。心配してるところは、地権者さんはここに該当す

るのは２名であっても、その他の周辺に先ほど申し上げましたように、将来的に木を搬出

したいという方とかいますので、ここで林道の形状変更があるということは、ちゃんとそ



- 11 - 

ういう地権者委員会の地権者以外の須津の人たちにも知らせて、将来的には搬出できると

いうことをしっかりお知らせいただきたいなと思います。 

確認なんですけど、この施設の道路幅は何ぼなのかというのを、教えていただきたいと

思います。 

○議長（松本隆）  沖事務局次長。 

○事務局次長（沖光博）  計画概要の図面を御覧いただきまして、後ろから２枚目でご

ざいます、それの下側の断面図のところで右側の断面図です。 

道路の幅といいますか管理用道路の幅としては３メートル、場所によっては３.２メート

ルということでございます。以上でございます。 

○議長（松本隆）  他に御質疑はありませんか…、質疑なしと認めます。これで質疑を

終結いたします。 

これより討論に入ります。本件に対し、反対その他の御意見はありませんか…。 

○議長（松本隆）  意見なしと認めます。これで討論を終結いたします。 

議第３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の皆さんは起立を願います。 

〔起立多数〕 

○議長（松本隆）  起立多数であります。本件は、原案のとおり可決されました。 

 

○議長（松本隆）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

これで、本日の会議を閉じ、令和元年第２回（５月）宮津与謝環境組合議会臨時会を閉

会いたします、御苦労様でした。 

 

（閉会 午前１０時３９分） 
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